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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年11月27日(2008.11.27)

【公表番号】特表2008-526836(P2008-526836A)
【公表日】平成20年7月24日(2008.7.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-029
【出願番号】特願2007-550301(P2007-550301)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 211/63     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 209/68     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/137    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 211/63    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ 209/68    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/137   　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  25/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月10日(2008.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化学式１の構造を持つ、硫酸水素塩、臭素酸塩またはリン酸塩一水和物である、シ
ブトラミンの無機酸塩。
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【化００１】

【請求項２】
　シブトラミン硫酸水素塩は、Ｘ線回折分析において２θのピーク値が、６．５０、１２
．１８、１２．３８、１２．５８、１３．０６、１４．００、１６．７６、１７．０４、
１８．０６、１９．６８、２０．３２、２０．６３、２１．３４、２１．８２、２２．２
８、２２．５４、２３．３２、２４．５０、２５．８０、２６．４２、２８．２４、２８
．６４、２９．２８及び３３．３４を示す第１結晶型のシブトラミン硫酸水素塩であるこ
とを特徴とする、請求項１に記載のシブトラミンの無機酸塩。
【請求項３】
　シブトラミン硫酸水素塩は、Ｘ線回折分析において２θのピーク値が、５．７３、６．
４９、１２．１８、１２．５１、１３．１３、１４．０２、１４．７９、１６．９７、１
７．３８、２０．６２、２１．４０、２１．８３、２２．３１、２２．６８、２４．５１
、２４．８８、２５．８２、２６．４５及び３１．６０を示す第２結晶型のシブトラミン
硫酸水素塩であることを特徴とする、請求項１に記載のシブトラミンの無機酸塩。
【請求項４】
　シブトラミン硫酸水素塩は、Ｘ線回折分析において２θのピーク値が、６．６４、１０
．２４、１３．０３、１５．０４、１７．００、１７．５３、１７．０８、１９．０６、
２０．５２、２２．７２、２３．２３、２４．２３、２５．７０、２６．４０及び２７．
５７を示す第３結晶型のシブトラミン硫酸水素塩であることを特徴とする、請求項１に記
載のシブトラミンの無機酸塩。
【請求項５】
　シブトラミン臭素酸塩は、Ｘ線回折分析において２θのピーク値が、６．９６、１１．
４８、１３．８８、１６．６４、１７．１４、１８．１４、１９．６８、２０．９２、２
１．３２、２１．８６、２２．１６、２２．８６、２４．３０、２６．１６、２６．４０
、２７．４２、２８．０６、２８．３２、２９．５２、３１．５８、３２．９４、３４．
５４、３７．４２及び３７．８２を示す結晶型のシブトラミン臭素酸塩であることを特徴
とする、請求項１に記載のシブトラミンの無機酸塩。
【請求項６】
　シブトラミンリン酸塩一水和物は、Ｘ線回折分析において２θのピーク値が、７．６６
、１０．６８、１１．０６、１１．５０、１４．４６、１５．４０、１５．７４、１７．
２２、１７．８４、１８．０８、１８．９８、１９．６８、２１．１８、２１．５０、２
１．８８、２２．８４、２３．１８、２３．６２、２４．４２、２４．７２、２５．９８
、２７．５２、２８．３８、２８．６４及び２９．２８を示す結晶型のシブトラミンリン
酸塩一水和物であることを特徴とする、請求項１に記載のシブトラミンの無機酸塩。
【請求項７】
　シブトラミンと硫酸とを反応させる段階を含む、請求項１に記載のシブトラミン硫酸水
素塩の製造方法。
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【請求項８】
　シブトラミンと臭素酸とを反応させる段階を含む、請求項１に記載のシブトラミン臭素
酸塩の製造方法。
【請求項９】
　シブトラミンとリン酸とを反応させる段階を含む、請求項１に記載のシブトラミンリン
酸塩およびリン酸塩一水和物の製造方法。
【請求項１０】
　アセトン、酢酸エチル、メタノール、エタノール、イソプロパノール、アセトニトリル
、イソプロピルエーテル、メチルエチルケトン、ジクロロメタン及びそれらの組合せより
なる群から選択される有機溶媒中で、反応を行うことを特徴とする、請求項７～９のいず
れか１項に記載の製造方法。
【請求項１１】
　請求項１～６のいずれかに記載のシブトラミンの硫酸水素塩、臭素酸塩またはリン酸塩
一水和物と薬学的に許容可能な希釈剤または担体を含有してなる薬学的組成物。
【請求項１２】
　治療学的に有効な量である１～５０ｍｇのシブトラミン硫酸水素塩、シブトラミン臭素
酸塩またはシブトラミンリン酸塩を含む、請求項１１に記載の薬学的組成物。
【請求項１３】
　薬学的組成物が肥満および肥満関連疾患、うつ病、パーキンソン病、インスリン－非依
存性糖尿病または癲癇を治療または予防するためのものである請求項１１又は１２に記載
の薬学的組成物。
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